
ＩＣＴ連携部会活動報告



平成30年度の取組方針

課題
①ＭＣネットを知ってもらうための働きかけを行う
②使い始めやすいツールになる
③使ってもらえるツールにする

平成２９年度はＭＣネットを多くの方に知ってもらうため、ＭＣネット塾を開催。また、
同時に部会員による未加入事業者への訪問等を行い、加入数を伸ばした

目標
「上越・妙高地区の連携標準ツールとなる」

・地域包括支援センター加入率１００％
・居宅介護支援事業所 加入率８０％を目指す。



Ｐｌａｎ【課題と取り組み内容】
①MCネットを知ってもらうため

・MCネット塾を継続開催する

・MCネットかわら版を年2回（7月、12月）発行する

②使い始めやすいツールにするため

・「本人・家族向けリーフレット」を作成する

→本人や家族へ説明する際に活用

③使ってもらえるツールにするため

・ケアマネ、訪問看護対象のＭＣネット「活用」塾の開催

・訪問看護ステーションに積極的に活用していただけるよう働きかける



Ｄo【実行①】

ＭＣネット塾を開催 １０回（平成３０年５月～平成３１年２月）



Ｄｏ【実行①－2】

MCネットかわら版を発行

年２回予定だったが年４回発行

・利用者の声

・基本的な操作方法

・便利な機能などを紹介

※ＭＣネットのファイル倉庫に

入っています！是非ご覧ください。



Ｄｏ【実行②】

ＭＣネットを

本人や家族へわかりやすく説明する為に

「本人・家族向けリーフレット」

を作成し

ＭＣネット内ファイル倉庫に保管

ご利用者様・ご家族様へ 

 

を活用しましょう 
◇MC ネットってなぁに？ 

『ＭＣネット』は、ご利用者様 1名ごとに上越・妙高地域の病院・診療所、訪問看護ステーション、 

薬局、介護事業所等の担当者が、利用者様が在宅で必要な医療・介護サービスを円滑に利用するため 

の情報を共有する仕組みです。 

 

◇MC ネットを使うとどんな良いことがあるの？ 

それぞれの専門職がご利用者様に最適なサービスの提案や、変更、問題発生時の情報共有などを行う 

ことができます。また、画像や動画の共有もできるため、お医者さんや、リハビリ専門職、看護師、 

介護士などが映像等で状態の確認もできるため、ご利用者様が在宅で生活するためのアドバイスや、 

よりきめ細やかな対応が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｄｏ【実行③】

・MCネットの有効活用のため、

ＭＣネット活用塾を開催

8月29日（水） 28人参加

ケアマネ ２６名
訪問看護 １名
理学療法士 １名



Ｄｏ【実行③－2】

訪問看護ステーションの加入率85.7%を活かし

ケアマネ・訪問看護連携会議にて周知し

積極的に病院・診療所などにどんどん発信してもらう

訪看は、医療依
存度～生活環境
の状況まで広い
視野で観察し、
情報発信ができ

ます！



Ｄｏ【実行ーまとめ】

①-1 ＭＣネット塾開催

年１０回 参加者延 79人 （平成31年1月末現在）

①-2 ＭＣネットかわら版を発行

年４回発行 ８月号 １０月号 １２月号 ３月号(予定）

② 本人・家族向けリーフレットを作成し、平成３０年７月２３日使用開始

③ 活用のための取組

ＭＣネット活用塾を開催

ケアマネジャーや訪問看護事業所へ、効果的な活用方法について啓発



ICT連携部会の取組についてアンケートを実施
し、 以下の点について評価した。

対象者：MCネット加入のケアマネ １８６名
訪問看護ステーション １５事業所
地域包括支援センター １７か所

①ICT連携部会での取組みは適切か？

②MCネット加入後の有効活用に繋がっているか？

Ｃｈｅｃｋ【評価1】



考察：ＭＣネット加入後、約半数は必要に応じて利用している状況があったが、まだまだ
活用頻度は少ないと考えられる。加入事業所を増やすことに加えて、活用するきっかけを作
る必要もある。
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利用頻度が少ない理由（主なもの）
・まだ習慣化していない、今までのやり方（ＦＡＸ・電話を利用）を利用することが多い
・必要時に利用、回覧板は見るけど仕事で必要に迫られていない
・利用している事業所が少ない、関係事業所が加入していない、主治医が入っていない

ＭＣネット利用頻度について（92人回答）



「ＭＣネットかわらばん」について（92回答中）

考察：「MCネットかわらばん」について知らない人もいるため、かわらばん自体の周知を
図る必要がある。引き続き具体的な活用事例や役に立つ情報等を載せていくことで活用促
進につなげていけるとよい

参考になったこと
・具体的な活用の仕方、メリット、法人内での活用のイメージが広がった。
・他の事業所の取組、先生のお話
・ＭＣネットのツール（書式、説明書など）を入手できた
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ご利用者・ご家族向けリーフレットについて（92人回答）
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②活用していない

①活用している

リーフレットを活用してみて
・図解で見てすぐわかるようにかいてあるので説明しやすい
・家族に説明しやすくなった、見やすくなった
・利用者には分かりにくい。システムの内容理解がすすまない。

活用していない理由
・リーフレットがどこにあるか知らない
・利用者が理解できない

考察：リーフレットの作成でＭＣネットの説明はしやすくなったと考えられる。今後も
ケアマネや本人家族の意見を聞きながら必要に応じて修正していければよいと考える



ＭＣネット塾について（48人回答中）

主な参加理由や知りたい内容

・操作方法と活用方法

・関係事業所と連絡・調整・連携に使いたい

・実際に利用してみたら、疑問点があった、活用の幅を広げたい

36

12

0 5 10 15 20 25 30 35 40
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考察：活用方法に対するニーズがあり、今後はＭＣネット「活用塾」の開催に

切り替えていくとよいと考える。



ＭＣネット「活用塾」について（28人回答）
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②参考にならなかった
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活用塾で参考になったところ

・実際の活用方法、やりとり

・多職種連携に有効なこと

・タイムリーに情報共有できること



「活用塾」参加後のＭＣネット活用について

ＭＣネット「活用塾」について（28人回答）
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②あまり活用していない

①活用頻度は増えた

①活用頻度は増えた

・時間短縮や仕事の効率化につながる

・日程調整やサービス調整の進捗状況をお互
いに情報交換しやすくなった

・活用してみたら便利さが増し、業務の手間
が省けた

②あまり活用していない

・使用方法に不安

・つながりたい事業所が加入していない

考察：活用メリットを実感したことで、さらに活用促進につながっていると思われる。
活用のはじめの段階で不安を持っている人が多く、活用塾で不安を軽減し、操作方法だ
けでなく、様々な活用方法も理解してもらえると、活用頻度も増えていくものと考え
る。



ICT連携部会の取組について：アンケートからの評価

①ICT連携部会での取り組みは、概ね適切で
効果があった。

②しかし、MCネットの有効活用にはまだ
十分には繋がっていない。

Ｃｈｅｃｋ【評価1ーまとめ】



Ｃｈｅｃｋ【評価2】
①加入事業所の増加

平成29年3月31日（81 事業所、197ユーザー）

→30年3月31日（200事業所、369ユーザー）

→31年1月31日現在（303事業所、579ユーザー）

②上越市・妙高市の事業所加入率の変化（H30.5→H31.1.31現在）

・地域包括支援センター加入率 38.1％→91.7％（12事業所中11事業所）

・居宅介護支援事業所 加入率 46.5％→58.0％（88事業所中51事業所）

・訪問看護事業所 加入率 85.7％→93.3％（15事業所中14事業所）



Ａｃｔｉｏｎ【改善】次年度への課題
①ＭＣネット加入率アップ（特に居宅介護支援事業所、医療機関）

②活用の質の向上

③運用上の課題（セキュリティー、削除などのルール、異動に伴う変更等）

◆主な取組み案

• MCネット活用塾の開催→医師会館での開催

•他の部会との連携 （例：多職種連携推進部会等の研修会内でMCネットの活用を提
案、地域連携連絡票のＭＣ上での作成の提案）

•活用状況の定量的な評価指標の検討

•セキュリティー対策（使ってみての不具合や、使いづらいところは無いか）

• MCネット利用時のルールの徹底

（例：死亡や施設入所後の回覧版の削除、職員の異動に伴うユーザーの変更）


